
 

 

 

 

駅伝百年東海道たすきリレー 

～「駅伝発祥 100年」東海道を走ろう！～ 

                                      2018年 4月 1日  

企画・呼び掛け人 井上 幸夫  

 

 

駅伝は「たすきリレー」とも表現されます。私は東京の児童相談所に勤めていた 2007年から、多機関

連携や児童虐待防止などを目指す「オレンジリボンたすきリレー」に関わってきました。定年退職後の

2014年 10月から 1年掛けてマラソンで日本を一周し、47都道府県の県庁、児相、子どもの施設などを

訪ねてはたすきリレーの実施を呼び掛けて参りました（ホームページ及びフェイスブック参照）。 

駅伝と言うといろいろな思い出をお持ちの方もいらっしゃると思います。たすきの重圧に負けた悔し

い思い出、苦しい時にたすきをギュッと握り締めて頑張れた思い出、・・・。 

しかし、駅伝という言葉はどなたにとっても無縁ではありません。家族、仕事などの中にも生きていま

す。例えば、「人生はマラソン、人世は駅伝」では、親から引き継いだ大事なものを我が子に引き継ぐま

では自分が責任を持つ、ということになります。仕事においても、人事異動で前任者から引き継いだ業務

を後任者に引き継ぐまでは自分が役割を果たす、ということだと思います。つまり、駅伝（たすきリレー）

は「人のつながり」と言えます。 

 そこで提案です。2018年、京都から東京までの 550㎞を「これまでに感謝し、これからに夢を持って」

ウィズラン（一緒に走ること）をしませんか。世代や職種を超えて一つになるって素晴らしいことです。

一人ひとりのリズムがハーモニーとなって自分に響いてくるものは何か、とても魅力的だと思います。 

駅伝が始まって昨年で百年でした。1917（大正 6）年 4月の「東海道

駅伝徒歩競走」が最初の大会と言われています。京都から東京に都が移

って 50年の記念に、京都・三条大橋～東京・上野不忍池の約 500㎞を

3 日間（4/27～4/29）にわたって東西 2 チーム（選手各 23 人）が競い

合いました。山越えのほか川を船で渡る所もあったそうです。この大会

が 1920（大正 9）年に始まった箱根駅伝の原型になったとのことです。 

また、長距離走のリレーを「駅伝」と名付けたのは、昨年の全日本大

学駅伝に初出場した皇学館大学（ゴール地点に一番近い大学）の前身で

ある神宮皇学館の 6代目館長だった武田千代三郎氏と言われています。

江戸時代に人馬などが休む「駅」を設けて物資などを運んだ交通制度を

ヒントに、「駅伝」を発案したとのことです。 

左の写真は、私が日本一周の中で偶然に発見した京都・三条大橋にあ

る「駅伝の碑」です。東京・上野不忍池にも同じ碑があります。 

お知らせ 



まだ概要の段階ですが、次のように考えています。 

 

①「駅伝発祥 100年」を記念して、2018年 9月中旬～10月中旬に実施予定（詳細はこれから） 

②京都・三条大橋をスタート、東京・上野不忍池にゴール（総距離を約 550㎞と想定） 

③趣旨に賛同する人を広く募る（例えば、子どもに関わる機関・職場・走友会・大学・家族など）。 

④参加者はオリジナルのマイたすきを持参する。 

⑤たすきには自分のメッセージ（感謝・夢・希望・決意など）を記入する（I’m running for～）。 

⑥一区間の距離（1㎞～10㎞？）とペース（1㎞ 6分～12分） 

⑦1㎞ 6～8分のジョギング区間が主であるが、ウォーキングにも対応できる区間を用意する。 

⑧一日の走行距離は 40㎞前後とし、日中に走る。総距離 550㎞とすると、日数は 14日必要である。 

⑨東海道の歴史や名物などを楽しめるように余裕を持って時間を設定する。 

⑩警察への道路使用許可申請は出さない（各区間概ね 10人以下とする。道路交通法を順守する）。 

⑪全体としては行事などの保険には加入しない（自己責任で対応する）。 

⑫有志が中心となって準備・運営に当たる。準備の状況を以下の方法で情報発信していく。 

⑬有志でルートの調査をし、実施時期と期間及び区間数と各区間距離などを決めていく。 

 

＊以前、こんなことをやりました。 

①2003 年 2 月、大学の陸上競技部関係者で箱根駅伝の往路である大手町から芦ノ湖までの約 110 ㎞を

24区間に分けて、早朝から日没まで 10時間以上掛けて、たすきをつなぎました。 

②2016 年 11 月、その年の 4 月に発生した熊本地震の被災地復興支援として、日本一周で知り合った全

国の関係者などに、たすきに応援メッセージの寄せ書きを呼び掛け、寄せられたたすき 34本を大分から

阿蘇を越え熊本までの 150 ㎞を 3 日掛けて、関係者とウィズランしながら届けました（子どもたちに笑

顔を届ける熊本復興支援たすきリレー）。 

 

 

情報発信 

ホームページ：http://orange-tasuki-jp.jimdo.com  

「イノウエユキオ オレンジ タスキ」で検索しても 

「オレンジリボンたすきリレー目指せ！日本一周」に入れます。 

その中の「駅伝百年東海道たすきリレー」のページは、2018年 5～6月頃に開設します。 

フェイスブック：＠orange.tasuki.jp  

       「オレンジリボンたすきリレー目指せ！日本一周」 

ホームページからでも見られます。投稿は 2018年 5～6月頃からになります。 

連絡先 

e-mail：yi627everonward@hotmail.com 

携帯mail：yi627everonward@docomo.ne.jp 
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